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1　学部研究主題設定について(紀要pp.51 -57)

(1)町学び｣を実感する』とは
｢実際的,具体的な学習活動への主体的なかかわり(参加)を通して学習によって得たことや

その意味,関係性についてその子なりの表現方法(言語化,体験化,表情等)で表現すること｣

と本研究では定義した｡

(2) 『授業における｢学び｣を実感

する生徒の姿』とは

生徒の具体的な姿として, ｢学び｣

に向かう姿, ｢学び｣とかかわる姿,

｢学び｣を見つめる姿があり,こ

の姿を目指すことで｢学び｣を実

感する生徒の姿に迫ることができ,

生徒の｢学び｣がつながり,ひろ

がっていく｡

(3) ｢学び｣を実感する授業づくり

授業づくりの際,各学習過程に

おいて｢実感ポイント｣を設定し,

｢学び｣の三要素を踏まえた手だ

てを構築し,生徒の｢学び｣をよ

り確かなものにできるようにした｡

2　研究内容と方法(紀要pp.58-59)

(1)研究内容

授業における｢学び｣を実感する生徒の姿
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図1　授業における｢学び｣を実感する生徒の姿

<研究内容1> 

｢学び｣を実感する生徒の姿を探る○ 

<研究内容2> 
｢学び｣を実感し,｢学び｣のつながりとひろがりを目指した軽業実践を行う○ 

(2)研究方法

研究主題を受け,個別の指導計画,発達段階,認知･特性等を踏まえて抽出した二人の生徒を

事例対象とし,エピソード記録を基に生徒の変容と授業の成果と課題をとらえる｡また,授業場

面を広角でビデオ撮影し,録画したVTRを用いて学部職員全員で授業ミーティングを実施する｡

その中で｢学びの印象度チェックリスト｣やエピソード記録を活用して本研究で取り組む授業づ

くりの有効性を検証する｡

(3)研究計画

本研究は,平成21年度～平成22年度までの2年間の計画とする｡

3　研究の実際

(1)研究内容1 (紀要pp.59-62)

わたしたちは,日々の授業において,生徒が｢学び｣を実感する姿を目指すことによって生徒

の｢学び｣がつながり,ひろがっていくと考える｡

そのためには,生徒が｢学び｣を実感する姿をまず明らかにする必要があると考えた｡

しかし,その姿は内面の姿であるため,エピソード記録によって具現化を図った｡さらに,敬

師間でエピソード記録の集約と共有化を図ることで, ｢学び｣を実感する生徒の姿を共通理解し,

軽業実践に生かすこととした｡
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(2)研究内容2 (紀要pp.63-77)

事例として国語Aグループ,体育｢グランドテニス｣ Bグループにおいて, ｢学び｣をより確か

なものにするために,学習過程に｢めあてを実感｣, ｢学び方を実感｣, ｢学んだことを実感｣と

いう実感ポイントを設定し,その実感ポイントに視点を当てた授業づくりを行った｡ ｢学び｣の三

要素と関連付けて,生徒が｢実感ポイント｣で｢学び｣を実感できるような工夫をしたことで,

意欲や主体性をもって取り組んだり,挑戦したり,気付いたり,試行錯誤をしたりする姿などが

見られるようになった｡

しかし,各学習過程における｢実感ポイント｣を重視しながらも,教科の系統性や生徒の発達

段階を考慮して指導内容を見直す必要があるなどの課題も見られた｡そして,これらの浸業実践

において,生徒の姿をとらえたエピソード記録を用いることにより,授業改善で用いた｢学び｣

の三要素の具体的な手だてを検討することができた｡

また, ｢学び｣を実感する生徒の姿を意識して実践を行ったことで寝業改善の視点が焦点化さ

れ,生徒の｢学び｣のつながりやひろがりを促進することができた｡

表1　国語Aグループにおける授業改善と改善後の生徒の姿

実感ポイント 佰ﾈ*�*B�かかわる 侈�,(-�.��めあてを実感 乂x-_ｸ/ｫB学んだことを実感 ����

改善点 ?ﾈ.(攣偃h.x-陳平仮名の学習をする際に, ,H/ｦﾙDh+X+ﾘ8,RﾄB��������������何ができたら目椋を達成した З詹gｸ/ﾊ詹gｸ/輾,Rさんと一緒に手本と背いた文 �������

ことになるのかを,Dさんが ﾈ.(ﾘ(*ﾘt9[h鬨/<x/+字を比較しながら,できてい ������

理解できる方法や言葉で伝え な詹gｸ,ﾈﾆ/ﾊ儂H-x+ﾘ.Rるところと,修正した方が良 �����

ることで,めあてを意識して, Hｦﾘ*宙xx8+x.,h*"いところを確認しながら,前 �������

課題に取り組めるようにしたo H自,ﾉzﾈ.ｨ/ﾄｨ.云H+Xﾗ8*B時までと比べてできるように ����

ことで,学び方を身に付ける �,�,�+ﾙ5�/�ﾖﾙ.�4�,�6�*h.�.b�

ことができるようにしたo H,X+ﾖ���

Dさんの変容 ｹ偃h.x-鞏ｸ,ﾚ?｢｢②手本を指でなぞる｣を 偃曳ｸ,h齷Zｨ*ｨﾘ*(+ﾙ[h鬨/����������

は(手本)なしで常きますo｣ 册ｨ.,h*ｨ*,(+ﾘ*｢ﾈﾄｨ.見比べて｢ここが惜しかつた �����

や｢よく見て常きます○｣｢ゆつ 兢H+Xﾗ8,+ﾘｧx-_ｸ,ﾈ暹/h/rですねo｣や｢ここをもつと �����

くり樟きますo｣など,自分の 儻H*齷Zｨ,Xﾗ8*H+,h*ｨ,R短くでした○｣と,修正点を ����

目当てを意翻した言葉が聞か ｸ.h*H,+ﾘｲ意識しながら意欲的に修正す �������

れるようになったo 凾骼pが見られるようになっ たo 

4　研究の成果と課題(紀要pp.78-79)

【成果】 
･エピソード記録により生徒の言動や変容を教師間で共有し,生徒の実態を深くとらえ,坐 

徒が他の学習場面でも活用する場面を増やすことができたこと○ 
･実感ポイントを絞り込んだ指導方法の協議したり,授業ミーティングのねらいを焦点化し 

たりすることができたこと｡ 

･めあての意識付けを図ることで,生徒自身が学習活動において何を学ぶのかの意識が明確 

になり,継続も見られるようになってきつつあることo 

【課題】 
･実感ポイントの絞り込みによる,具体的かつ客観的な評価の在り方を検討し,軽業の充実 

を図っていくことo 

･実感をもって学んだことが,次の軽業の｢学び｣のつながりとひろがりとなる授業づくり 

を行う必要があること○ 
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